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表1鯛査対象者の職業要因および個人属性表2日木版MBI下位尺度得点（職業要因および個人属性別）
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2．方法

燃えつき現象の測定には，股も実用性が高いと考えられてい

る8)theMaSlachBUmoutlnventory(MBI)0》が採用され

ている。邦訳版は著者らが作成した日本版MBI8)(付録参照）

が使用されている。日本版MBIは,22項目の質問に対して

「全くない」「1年に数回」～「毎日」という7段階評価で回

答を求める自己記入式質問紙である。身体的疲弊感(Physical

Exhaustion:PE),情緒的疲弊感と非人間化(Emotional

Exhaustion/DepersonaliZation:EE+DP),個人的達成感

（恥鱈onalA…mpliShment:PA)の3つの下位尺度から構

成されている8》‘'・身体的疲弊感は「がっくり疲れる」あるい

は「ぐったりする』など，身体が疲れ切っていると感じる心理

反応を表現しており，日本の看護職老から独自に抽出された因

子である。情繕的疲弊感と非人間化は仕事に対して失望し，人

間相手に働くことがストレスとなり，患者に対して思いやりが
なく，冷淡になったと感じている，いわゆる燃えつき状態の

core"を表現している因子である。個人的達成感は仕事に対す

る充実感，やりがい，あるいは自信と解釈できる因子である。

これら3つの下位尺度と以下に列挙する職業要因および個人

属性との関連を検肘した。

1）経験年数：「3年以下」，「4－9年」，「10-19年」，

「脾以上』の4群に分類した。

2）勤務形態：3交代制，日勤のみ,2交代制，あるいは当直

制の4形態が見られたが，人数の関係で「3交代制」群と

「その他」の群の2つに分けた。

3）役職：婦長または主任を『役職あり』群，スタッフを「役

職なし」群とした。

4）婚姻:1若干名の離婚者または死別者を除き，『未婚」群と

『既婚」群の2つとした。

5）子供の有無：さらに「既婚」群を「子供なし」群と「子供

あり」群に分けた。

＄：〆･閲錘:p<.01=:p<､閲1

6）子供の年齢：「子供あり」群を子供の年齢により，「12歳

以下」群と『12歳以上」群の2群に分けた。

各カテゴリーについては，すぺて経験年数の影唇が考えられ

るの．G各カテゴリーを経験年数の階級別に分けても解析を行っ

た。

Ⅲ、結果

表2に職業要因および個人属性別の日本版MBI下位尺度平

均得点を示した。日本版MBIの得点化に関しては，因子分析

（主因子法による斜交回転）を行い，因子負荷量.40以上の質

問項目の評価得点を加算し，これを項目数で割った値を各下位

尺度得点とした。EE+DP得点とPE得点は数値が大きいほど

燃えつきの程度が高く,PA得点では逆に数値が小さいほど燃

えつきの程度が高いとみなされる。

経験年数：3因子すぺてにおいて，各群間の有意差が醒めら

れた。PE得点は経験年数「3年以下』群が股も高い値を示し，

年数が長くなるにつれて有意に低い値となっていた。EE+DP

得点は「3年以下」群が最も高い値を示し，次いで「10-19年」

群，「4－9年」群の順に低くなっていたが，これら3群間に

有意差は見られなかった。『釦年以上」群の得点が最も低く，

他の3群より有意に低くなっていた。PA得点は「4－9年」

群で最も低く，次いで「3年以下」群，「10-19年』群，「鋤

年以上j群の頤に高くなっていた。「10-19年Jと「脾以上」

群のPA得点は「4－9年｣群の得点より有意に高くなってい
た。

勤務形旭：「3交代制」群は「その他」の群より,PEと

EE+DP得点が有意に高くなっていた。PA得点に有窓差はな

かった。経験年数の階級別で行った解析では，「僻以上」の
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『3交代制』群は閉とEE+DP得点が有意に高くなっていた。

また，「10-19年」の,｢3交代制」群もPE得点が有恵に高く

なっていた(表には示さず)。

役職.:『役職あり」群は「役職なし」群より,PEとEE+

Ⅳ得点が有意に低くなっていた。PA得点では有意差は麗め

られなかった。

婚姻；「既婚｣群は｢未婚』群より,PEとEE+DP得点が

有意に低く,PA得点が有意に高くなっていた。経験年数の階

級別で行った解析を見ると，「3年以下」の「既婚」群のPE

と朋+DP得点が有意に低くなっていた｡また,｢10-19年」
と「別年以上」の「既婚」群のPA得点が有意に高くなってい

た（表には示さず)｡

子供の有無:．「既婚」群の中では，「子供あり」群は「子供

なし｣群に比べ団Z+DP*W得点では有意差は示されなかっ

たが｡PA得点は高く有意差が鹿められた。

子供の年齢：「子供あり」群の間でも。子供の年齢が「12歳

以下」群は「12歳以上」群に比べて｡PE得点が有意に高くなつ
る ‘ ・

ていた。EE+DP得点はやや高く,PA得点はやや低い傾向に

あったが有意差は見出されなかった。経験年数の階級別で行っ

た解析では,「10-19年jの｢12歳以上｣群はPA得点が有意
に高くなっていた。

Ⅳ、考察

経験年数は日本版MBI下位尺度すぺてと有意に関連してお
り，燃えつき現象に大きく寄与する要因と言えた。これまでの

研究でも報告されているように0》~'卯，燃えつき現象は経験不足

の看塵職者により多‘く見られ,経験年数が長くなるにつれて低

減すると考えられた。

交代制夜勤で働いている看瞳者は当直制で働いている看謹者

に比し，燐えつき状態に陥っている者の比率が高い画，あるい

は交代制勤務者はそうでない者より情緒的疲弊感と非人間化が

高く，個人的達成感が低い｡》という報告が見られる。先行研

究8》では勤務形態の違いは身体的疲弊感のみに影響を与えてお

り，燃えつき現象におよぼす影秘は小さいと考えられた。しか

し,本研究では身体的疲弊感に加え，情繕的疲弊感と非人間化

との有意な関連も示さ札これまでの研究報告を支持する結果

となった。すなわち，3交代勤務者はその他の勤務形態で働く

者より，心身ともに疲れており，患者を非人間扱いしやすくな

ると考えられた。特にこの傾向は3交代勤務を長く続けている

看護職者により多く見られた。

役職者はスタッフより，情緒的疲弊感や個人的達成感が低く，

非人間化が高いという報告･》や．鰯長や主任の地位にある者は

スタッフよりも情繕的消耗感が低く，個人的達成感が高いとい

う報告”があり，研究により結果が異なっている。先行研究，’

では役職の有無による有意な差が見出せず，役職の有無が燐え

つき現象に影響を与える要因であるかについてさらに検肘が必

要とされた。本研究では，役職の有無は身体的疲弊感や禰緒的

疲弊感と非人間化と有憲な関連にあり，儲えつき現象に影轡を

与える要因と言えた。役職者はスタッフに比ぺると燃えつきに

陥りにくいと考えられた。婦長や主任は患者に直接的なケアを

提供する機会が少なく，接触が少ないためと思われる。
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既婚者は未婚者に比べ,､情緒的疲弊感と非人間化が低く，個

人的達成感が高いとする報告｡",､がある。先行研究8'では既婚

者と未婚者の間ではどの下位尺度にも有意な差は示されなかっ

たが,本研究では3つの下位尺度すべてに有意な差が既められ

た。よって，婚姻状況は縮えつき現象に大きく寄与する要因と

言え，これまでの報告と同操,既婚者は未婚者より燃えつきに

陥りにくいと考えられた。hEta恥ら動は，配偶者からのソー

シャル・サポートは燃えつき現象を減じる重要な緩衝要因とは

みなされない'と報告している。しかし，燃えつきに最も陥りや

すい経験年数3年以下の看獲戯者の中で既婚者の燃えつきが未

婚者より明らかに少ないことは，配偶者からのソーシャル・サ

ポートが緩衝要因として有効に作用しているためと推察する。

今後，この点についてさらに検肘していく必要がある。

これまでに.子供の有無や子供め年齢による要因と燃えつき

現象との関連を検肘した研究は少なM"。先行研究,》では「子

供あり」群の経験年数4－9年の階級で個人的達成感が有意に

高いと脳う結果を得たが，全体としては有意な関連は示されな

かった。本研究では「子供あり」群の個人的達成感は有意に高

くなっていた。また，先行研究8》では子供の年齢は身体的疲弊

感と有意に関連する要因であったが,本研究でも同櫛であった。

婚姻状況のみではなく，子供の有無や年齢が燃えつき現象に影

密をおよぼす要因であることがいっそう明らかになった。本研

究では，経験年数10年以上，結婚していて，12識以上の子供が

いる看護職老の個人的達成感が非常に高く，儲えつきに陥りに

くい集団と考えられた｡結婚して子供を育てながら，看獲職者

として働き統けていることが仕事への自信をもたせ，この傾向

は子供が成長し育児から解放されるといっそう強くなり，さら

に仕事に対する充実感ややりがいを抱くようになるものと思わ

れる。

‘本研究で使用したサンプルは縫合病院と大学病院,公立と公

益法人と私立，異なった医療圏から抽出したものであり，先行

研究に比べて日本の看謹職者集団をより代表したサンプルと考

える。したがって，今回得られた結果はより一般化して考える

ことができよう。しかし，経験年数が長いグループには燃えつ

きに陥らなかった者が生き残り，役職者や既婚者も多くなるた

め，結果として燃えつき現象が少ないとも考えられ，さらに研

究を積み重ねていくことが重要である。

V、まとめ

1．経験年数は日本版MBI下位尺度すぺてと有意に関連して

おり，燃えつき現象に大きく寄与する要因と言えた。艦えつ

き現象は経験不足の看壌職者により多く見られ，経験年数が

長くなるにつれて低減すると考えられた。

2．．勤務形態や役職の有無も，身体的疲弊感や燃えつき現象の

coreと考えられている惰緒的疲弊感と非人間化に影響を与

える要因と言えた。3交代勤務者は縫えつきに陥りやすく，

特にこの傾向は3交代勤務を長く続けている看謹職者により

多く見られた。役職者はスタッフに比べると燃えつきに陥り

にくいと考えられた。

3．婚姻状況も日本版MBI下位尺度すべてと有意に関連して

おり，燃えつき現象に大きく寄与する要因と言えた。既婚者




